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郡
山
宿
本
陣
（
椿
の
本
陣
） 

茨
木
市
宿
川
原
町
３
の
１０ 

 
 

昔
の
街
道
に
は
大
名
と
か
、
地

位
の
高
い
人
の
宿
泊
す
る
本
陣

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
西
国
街

道
に
も
芥
川
、
郡
山
な
ど
５
ヶ

所
に
本
陣
が
あ
っ
た
が
、
現
在
、

そ
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
の
が

こ
の
「
郡
山
宿
本
陣
」
だ
け
。 

こ
の
「
郡
山
宿
本
陣
」
が
で
き

た
の
は
寛
永
12
年(1635)

で

あ
り
、
明
治
は
じ
め
の
廃
藩
ま

で
約
二
四
〇
年
余
続
い
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
12
年
に
大
阪
府
史
蹟
、

昭
和
23
年
に
国
の
史
蹟
に
そ

れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
、
昭
和
33
年

に
茨
木
市
が
管
理
団
体
に
指
定

さ
れ
て
か
ら
、
修
理
工
事
等
を

行
っ
て
お
り
、
交
通
史
の
遺
跡

と
し
て
貴
重
な
文
化
財
の
保
護

を
行
っ
て
い
る
。 

平
成
12
年
、
周
辺
の
ま
ち
な
み

整
備
の
一
環
と
し
て
、
道
路
舗

装
改
良
工
事
を
行
い
、
石
畳
調

の
仕
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。 

郡
山
本
陣
で
は
、
正
門
を
開

け
て
我
々
を
迎
え
て
頂
き
ま
し

た
。
門
を
入
っ
た
左
手
の
椿
の

大
樹
も
花
満
開
で
椿
の
本
陣
と

呼
ば
れ
る
の
が
わ
か
っ
た
。 

当
主
の
梶
様
に
は
長
時
間
、
丁

寧
に
説
明
を
し
て
頂
き
、
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。 

京
都
か
ら
伏
見
を
経
て
西
宮

に
出
て
山
陽
道
に
入
る
。
こ
れ

が
西
国
街
道
で
、
こ
の
間
の
宿

駅
は
東
よ
り
山
崎
、
芥
川
、
郡

山
、
瀬
川
、
昆
陽
（
こ
や
）
の

五
ヵ
所
あ
り
、
な
か
で
も
郡
山

は
中
間
に
位
置
し
、
参
勤
交
代

の
大
名
ら
が
泊
っ
た
の
が
郡
山

本
陣
で
す
。 

  

現
当
主
は
第
１７
代
と
の
こ

と
。
享
保
３
年
、
火
災
の
た
め

類
焼
し
た
の
で
、
現
在
の
も
の

は
同
６
年
再
建
さ
れ
た
。
建
坪

208

坪
の
広
大
な
も
の
で
す
。

明
治
３
年
に
本
陣
職
は
や
め
ら

れ
た
が
、
元
禄
年
間
以
後
の
古

記
録
や
宿
札
等
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
有
名
な
藩
主
が
泊

ら
れ
た
宿
札
も
多
く
あ
り
ま

す
。 

本
宿
坊
で
使
用
さ
れ
て
い
た

貴
重
な
資
料
を
読
ん
で
説
明

を
受
け
ま
し
た
。 

当
時
の
宿
帳
の
記
載
か
ら

生
活
の
実
情
を
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

  

旅
宿
は
本
陣
、
脇
本
陣
、
旅

篭
（
は
た
ご
）
に
大
別
さ
れ
た
。

中
で
も
本
陣
は
門
、
玄
関
、
番

所
、
槍
の
間
、
御
継
の
間
、
上

段
の
間
等
を
設
け
、
土
地
の
名

門
や
豪
家
が
こ
れ
に
あ
た
っ

た
。
中
国
、
四
国
、
九
州
の
大

名
は
、
し
ば
し
ば
こ
こ
に
泊
っ

て
い
る
。 

大
名
が
泊
る
と
き
は
、
宿
泊

の
何
ヵ
月
か
前
に
設
営
の
役

人
が
来
て
、
本
陣
と
打
ち
合
せ

を
し
、
宿
泊
費
用
の
交
渉
内
容

な
ど
を
台
帳
に
載
っ
て
い
る

と
説
明
を
受
け
た
。 

本
陣
に
は
治
安
権
な
ど
大
き

な
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
た

と
の
事
。 

宿
泊
す
る
大
名
は
、
い
わ
ゆ

る
大
名
行
列
（
数
百
人
の
こ
と

も
あ
る
）
で
や
っ
て
く
る
。
人

数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
に
よ

っ
て
違
っ
た
が
、
幕
府
が
規
定

し
た
数
よ
り
大
人
数
だ
っ
た

よ
う
で
す
。 

特
に
人
足
に
は
、
立
て
看
板
、

ま
ん
幕
、
寝
具
、
食
膳
、
鍋
釜
、

風
呂
桶
な
ど
ま
で
持
ち
歩
い

た
た
め
か
。 

本
陣
に
は
大
名
と
家
老
、
用

人
、
料
理
人
等
が
泊
ま
り
、
そ

の
他
の
武
士
や
人
足
は
、
近
く

に
分
宿
し
た
の
で
、
宿
舎
は
五

十
数
軒
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ

っ
た
。 

茨 

木 

別 

院 

阪
急
電
車
「
茨
木
市
」
駅
前

に
そ
び
え
る
茨
木
別
院
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
長
8
年
（1603)

に
教
如
上

人
が
46
歳
の
時
に
開
創
さ
れ
、

４
０
０
年
近
い
歴
史
を
も
つ
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
長
７
年(1602

）、
徳
川
家
康

に
京
都
東
六
条
の
地
の
寄
進

を
受
け
た
教
如
上
人
は
現
在

の
難
波
別
院
の
地
に
あ
っ
た

東
本
願
寺
を
京
都
に
移
し
東

本
願
寺
を
建
立
す
る
。
そ
の
翌 

年
の
慶
長
8
年
に
茨
木
別
院

を
建
立
し
て
い
る
。 

当
時
、

茨
木
は
西
国
街
道
の
宿
場
町

で
あ
り
、
教
如
上
人
が
大
阪
に

下
向
の
際
、
常
に
こ
の
地
に
宿

泊
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
茨
木
城

主
の
片
桐
且
元
が
上
人
に
城

内
の
地
を
寄
進
し
建
立
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

現
在
の
本
堂
は
安
永
6
年

（1777

）
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
大
阪
教
区
内
の
別
院
で
唯

一
往
時
を
今
に
伝
え
る
御
堂

が
残
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、

茨
木
御
堂
、
茨
木
御
坊
、
茨
木

掛
所
と
い
い
、
現
住
で
も
「
御

坊
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
地
域
の
人

ひ
と
に
親
し
ま
れ
、
北
摂
地
域

に
お
け
る
教
化
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
。 

 

法
宝
物
と
し
て
、
教
如
上
人

が
茨
木
別
院
建
立
を
依
頼
さ

れ
た
御
書
で
あ
る
「
教
如
上
人

御
書
」
「
教
如
上
人
御
絵
像
」

「
教
如
上
人
御
七
歳
御
筆
『
無

心
』
」
「
蓮
如
上
人
御
自
筆
御

文
」「
蓮
如
上
人
焼
残
御
名
号
」

な
ど
多
く
が
残
さ
れ
、
本
堂
に

は
開
基
の
教
如
上
人
の
木
像

も
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

境
内
に
幼
稚
園
が
あ
り
、
朝
夕

に
は
保
護
者
の
送
迎
で
い
つ

も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。   

茨
木
別
院
の
山
門
か
ら
境

内
に
入
っ
た
右
側
に
そ
び
え

た
つ
樹
齢
４
０
０
年
の
黒
松

は
、
別
院
建
立
時
に
植
樹
さ
れ

た
と
い
わ
れ
、1920

年
（
大
正

9
）
に
第
二
十
二
代
影
如
（
句

仏
）
上
人
が
「
弘
誓
の
松
」
と

命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
茨
木
市

の
保
存
樹
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。」 
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西
国
街
道
：
郡
山
宿
本
陣
（
椿
の
本
陣
）
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３月度行事予定 
“高槻市の鎮守の森：上宮天満宮” 

月  日：平成１９年３月１５日（木）  

集合場所：JR高槻駅 改札出口 １３：００集合 

順  路：JR高槻駅→上宮天満宮  

上宮天満宮では、代表の森嘉和さんに説明して頂く予定です。 

 

４月度行事予定 
 "銅鐸つくりのまち・さくら通り散策：南茨木" 

月  日：平成１９年４月５日（木）  

集合場所：阪急南茨木駅 改札出口 １0：００集合 

順  路：阪急南茨木駅 → 茨木市立文化財資料館 → 

銅鐸鋳型出土地 →桜通り～川端通り（元茨木川緑地） 

合 

場 

阪急南茨木駅 改札出口 １０：００集

合 
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